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こ
こ
数
年
、
原
油
価
格
が
高
水
準
で
推

移
す
る
一
方
で
、
地
球
温
暖
化
問
題
へ
の

対
応
は
、
年
を
追
う
ご
と
に
積
極
的
な
取

組
み
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
12.6
％
が
中
小
企

業
に
よ
る
も
の
で
、
今
後
、
中
小
企
業
に

と
っ
て
も
省
エ
ネ
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
削
減
は
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ

き
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。　

中
小
企
業
の
省
エ
ネ
の
現
状
と
課
題

　

し
か
し
、
省
エ
ネ
に
取
り
組
む
に
は

課
題
も
多
い
。「
空
室
時
の
消
灯
の
徹
底
」

な
ど
、
個
人
の
意
識
次
第
で
取
り
組
め
る

も
の
に
比
べ
、「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の

認
証
取
得
及
び
管
理
」
な
ど
、
知
識
や
技

術
、
企
業
の
体
制
づ
く
り
が
必
要
な
取
組

み
は
低
水
準
だ
（
図
表
１
「
運
用
に
よ
る

省
エ
ネ
」）。
ま
た
、
大
き
な
効
果
が
見
込

め
る
「
投
資
に
よ
る
省
エ
ネ
」（
図
表
２
）

に
つ
い
て
は
、
資
金
的
な
制
約
等
が
ハ
ー

ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
制
約
の
も
と
で
、
今
後
、

省
エ
ネ
へ
の
取
組
み
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
補
助
金
の
利
用
や
講
習
会
へ
の
参

加
等
、
政
府
に
よ
る
各
種
支
援
制
度
の

有
効
活
用
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
だ
ろ
う
。

中
小
企
業
独
自
の
技
術
を
活
か
し
た

グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

一
方
で
、
中
小
企
業
の
中
に
も
、
地

球
温
暖
化
対
策
を
制
約
要
因
で
は
な

く
、
環
境
分
野
で
大
き
な
需
要
が
生
ま

れ
る
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
自
社
で

培
っ
た
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て

他
社
へ
の
省
エ
ネ
支
援
事
業
に
取
り
組

む
企
業
や
、
地
球
温
暖
化
抑
制
に
寄
与

す
る
新
製
品
の
開
発
等
を
行
っ
て
い
る

企
業
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
中
小
企
業
発
の
「
グ

リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
活
か

し
た
新
た
な
事
業
展
開
や
創
業
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
約
へ
の
対
応

は
、
地
域
、
業
種
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ

て
の
中
小
企
業
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
必
要
な
設
備
資

金
な
ど
を
考
え
る
と
、
取
組
み
に
二
の
足

を
踏
ん
で
し
ま
う
と
い
う
の
が
本
音
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

創
業
以
来
、
環
境
・
省
エ
ネ
対
策
を
自

社
の
優
先
項
目
と
し
て
掲
げ
、
結
果
を
出

し
て
き
た
株
式
会
社
野
毛
電
気
工
業
の
佐

藤
中
則
社
長
と
同
社「
省
エ
ネ
委
員
会
」の

委
員
長
で
も
あ
る
小
森
寛
郎
横
浜
事
業
部

長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

会
社
の
理
念
と
社
会
的
責
任

　

野
毛
電
気
工
業
は
今
年
で
創
立
60
年
を

迎
え
た
電
気
め
っ
き
業
者
で
、
半
導
体
、

電
子
部
品
及
び
極
細
線
の
め
っ
き
加
工

を
中
心
に
手
が
け
て
い
る
。
昨
年
に
は

子
会
社
の
九
州
ノ
ゲ
デ
ン
を
吸
収
合
併

し
、
現
在
は
横
浜
本
社
と
の
２
事
業
部

体
制
を
敷
い
て
い
る
。

　
「
創
業
時
か
ら
モ
ノ
づ
く
り
を
通
じ
て

社
会
に
貢
献
し
よ
う
と
い
う
理
念
が
あ
り

ま
し
た
。“
会
社
は
社
会
”。
め
っ
き
業
は

排
水
処
理
に
気
を
遣
う
産
業
で
す
が
、
こ

う
い
う
商
売
だ
か
ら
こ
そ
、
社
会
に
迷
惑

を
か
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
絶
対
な
ん
で

す
」
と
佐
藤
社
長
。

　

１
９
７
３
年
、
熊
本
県
に
九
州
ノ
ゲ
デ

ン
を
設
立
し
た
。
熊
本
は
水
俣
病
が
発
生

し
た
と
こ
ろ
。
排
水
処
理
の
基
準
な
ど
非

常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、
近
く
に

あ
る
大
企
業
の
仕
事
を
受
け
る
に
は
ベ
ス

ト
の
地
で
あ
る
。
あ
え
て
い
ち
ば
ん
難
し

い
と
こ
ろ
で
挑
戦
し
よ
う
と
、
自
社
内
に

お
い
て
一
貫
排
水
処
理
シ
ス
テ
ム
を
立
ち

上
げ
た
。

　
「
お
客
様
は
世
界
的
な
大
企
業
さ
ん
が

多
い
。
高
い
品
質
と
と
も
に
社
会
的
責
任

に
つ
い
て
も
同
レ
ベ
ル
の
も
の
を
当
然
の

よ
う
に
要
求
さ
れ
ま
す
。
そ
う
で
な
い
と

取
引
を
し
な
い
と
い
う
風
潮
も
あ
り
、
排

水
処
理
は
ま
さ
に
社
会
的
責
任
と
し
て
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
し
た
」。

　

ま
た
、
取
引
先
か
ら
の
要
請
も
あ

り
、
環
境
の
国
際
規
格
で
あ
る
I
S
O

１
４
０
０
１
の
認
証
取
得
に
も
取
り
組

み
、
２
０
０
５
年
に
取
得
し
た
。

事例紹介 ー環境・エネルギー制約に対応する企業ー

中
小
企
業
の
更
な
る
発
展
の
方
策

━
国
内
制
約
が
高
ま
る
中
で
の
新
た
な
展
開
━

「
会
社
は
社
会
」を
モ
ッ
ト
ー
に

環
境
・
省
エ
ネ
に“
真
面
目
に
、誠
実
に
”対
応
す
る

事
例
紹
介 

ー
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
約
に
対
応
す
る
企
業
ー

株
式
会
社
野の

げ毛
電
気
工
業（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

　

本
年
度
の
特
集
は
、「
中
小
企
業
白
書
２
０
１
０
年
版
」
の
テ
ー
マ
を
も
と
に
、
中
小
企
業
が
様
々
な
国
内
制
約
を
乗

り
越
え
て
更
な
る
発
展
を
遂
げ
る
た
め
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

　

前
号
の
「
密
度
が
低
下
す
る
中
小
製
造
業
集
積
の
維
持
・
発
展
」
に
引
き
続
い
て
、
本
号
で
は
、
第
２
回
と
し
て
「
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
約
へ
の
対
応
」
を
採
り
上
げ
、
中
小
企
業
の
環
境
・
省
エ
ネ
の
現
状
と
課
題
や
先
進
的
な
取
組
み

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

「中小企業白書 2010年版」より

特　　 集

社　　名 株式会社野毛電気工業

本　　社 神奈川県横浜市金沢区福浦2-10-1

代表者名 代表取締役社長 佐藤 中則

資 本 金 9,800万円

従 業 員 300名

事業内容 半導体及び電子部品材料のめっき加工

会社創立 昭和25年11月（1950年）

ホームページ

http://www.nogeden.co.jp/

横浜八景島の北側に位置する本社社屋

図表2 投資による省エネの取組項目

資料：中小企業庁委託「エネルギー環境問題への対応に関する調査」（2009年11月、（株）三菱総合研究所）
（注）：1.図表1については資料「エネルギー環境問題への対応に関する調査」より上位9項目を抜粋　2.中小企業が有する事業所を集計している。
 　　3.複数回答であるため、合計は必ずしも100にならない。　4.各項目に取り組んでいると回答した事業所の割合を集計している。

投資による省エネの取組割合は、
最も高い「高効率な照明機器の導入（LED等）」でも約1割と低い

「空室時の消灯の徹底」や「温湿度設定の適正管理」等
省エネ意識を持てば容易に取り組める項目の割合が高い

図表1 運用による省エネの取組項目
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空
室
時
の

消
灯
の
徹
底

温
湿
度
設
定
の

適
正
管
理

機
器
の

待
機
電
力
削
減

外
気
取
り
入
れ

量
の
調
整

ガ
ラ
ス
の

日
射
負
荷
の
軽
減

照
度
基
準
を
設
定
し
、

適
正
照
度
に
管
理

管
理
目
標
を
設
定

し
て
管
理
し
て
い
る

エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
管
理
の
実
施

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の

認
証
取
得
及
び
管
理

資料：中小企業庁委託「エネルギー環境問題への対応に関する調査」
（2009 年11 月、（株）三菱総合研究所）
（注）　1．中小企業が有する事業所を集計している。
　　　2．複数回答であるため、合計は必ずしも100 にならない。
　　　3．各項目に取り組んでいると回答した事業所の割合を集計している。

高
効
率
な

照
明
機
器
の
導
入

（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
等
）

照
明
制
御
装
置
の
導
入

（
人
感
セ
ン
サ
ー
等
）

空
調
機
器

制
御
装
置
の
導
入

（
イ
ン
バ
ー
タ
ー
等
）

設
備
機
器
の

台
数
制
御
を
実
施

高
効
率
な

空
調
機
器
の
導
入

（
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
等
）

太
陽
光
発
電
の
導
入

高
効
率
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
シ
ス
テ
ム
の
導
入

（
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
）

高
効
率
な

熱
源
機
器
の
導
入

（
高
効
率
ボ
イ
ラ
ー
等
）

第
２
回

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
約
へ
の
対
応

代表取締役社長 佐藤 中則氏。

二代目の佐藤社長は、小さい頃から工場の中

を走り回り、当社とともに成長した
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“
必
要
は
発
明
の
母
”

省
エ
ネ
技
術
を
自
社
開
発

　
「
め
っ
き
加
工
は
表
面
を
美
し
く
す
る

ば
か
り
で
な
く
、
材
質
そ
の
も
の
を
丈
夫

に
し
た
り
、
電
気
が
流
れ
る
よ
う
に
し
た

り
し
て
、
夢
を
可
能
に
す
る
技
術
で
す
。

日
常
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
製
品
か
ら
宇
宙

に
飛
ぶ
ロ
ケ
ッ
ト
ま
で
、
世
界
の
あ
ら
ゆ

る
機
器
の
心
臓
部
で
ウ
チ
の
製
品
が
使
わ

れ
て
い
る
ん
で
す
。
環
境
へ
配
慮
す
る
と

同
時
に
、
ど
こ
に
も
負
け
な
い
製
品
を
つ

く
る
技
術
が
あ
る
こ
と
も
知
っ
て
欲
し
い

で
す
よ
」。

　

例
え
ば
、
め
っ
き
加
工
で
使
う
マ
ス
キ

ン
グ
テ
ー
プ
は
、
世
界
で
初
め
て
繰
り
返

し
使
え
る
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
性
の
も
の
を
開

発
し
た
。
強
度
が
高
く
張
り
替
え
る
必
要

が
な
い
。
時
間
と
コ
ス
ト
と
ゴ
ミ
の
削
減

に
成
功
し
た
。

　

ま
た
、
電
気
料
金
を
50
パ
ー
セ
ン
ト
削

減
で
き
る
後
付
け
可
能
な
イ
ン
バ
ー
タ
制

御
盤
の
自
社
開
発
も
行
っ
た
。
ス
イ
ッ
チ

の
オ
ン
・
オ
フ
で
は
な
く
、
自
動
的
に
電

力
量
を
落
と
す
こ
と
が
可
能
。
３
年
間
で

１
千
万
円
も
の
コ
ス
ト
削
減
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、「
他
社
で
も
こ
れ
を
必
要
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
」
と
外
部
へ

の
販
売
に
も
踏
み
切
っ
た
。

　
「“
必
要
は
発
明
の
母
”
と
言
い
ま
す
よ

ね
。
買
え
な
い
も
の
は
自
社
で
考
え
自
社

で
つ
く
る
」
と
佐
藤
社
長
は
断
言
す
る
。

大
小
を
問
わ
ず

省
エ
ネ
委
員
会
で
知
恵
出
し

　

社
員
に
よ
る
地
道
な
活
動
も
あ
る
。
同

社
で
は
各
部
署
か
ら
選
ば
れ
た
6
〜
7

名
に
よ
る
省
エ
ネ
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
直
結
す
る
省
エ
ネ
に
知

恵
を
絞
っ
て
い
る
。

　
「
空
室
時
の
照
明
消
灯
な
ど
細
か
い
省
エ

ネ
か
ら
、
設
備
投
資
を
伴
う
大
規
模
な
も

の
ま
で
や
っ
て
い
ま
す
。
目
標
を
掲
げ
た

ら
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
徹
底
さ
せ
ま
す
」
と

委
員
長
の
小
森
事
業
部
長
は
言
う
。

　

例
え
ば
、
同
社
の
水
の
使
用
量
は
１
日

１
千
ト
ン
も
あ
り
、
処
理
す
る
に
も
多
額

の
費
用
が
か
か
る
。

　
「
だ
っ
た
ら
も
う
一
回
使
え
る
よ
う
に
し

よ
う
と
。
今
で
は
90
パ
ー
セ
ン
ト
を
再
利

用
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
排
水
に
含
ま
れ

る
貴
金
属
も
回
収
し
て
い
ま
す
」。

　

さ
ら
に
、
年
間
１
億
円
ほ
ど
か
か
っ
て

い
た
電
気
代
に
つ
い
て
も
、
少
し
で
も
節

減
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
、
省
エ
ネ

委
員
会
の
発
案
で
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
踏
み
切
っ
た
。

　
「
世
の
中
全
体
と
し
て
省
エ
ネ
機
運
も

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
現
在
１
千
200
キ
ロ
ワ

ッ
ト
の
う
ち
100
キ
ロ
ワ
ッ
ト
は
本
社
工
場

屋
上
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム（
表
紙
写
真
）

に
よ
る
も
の
で
す
。
大
き
な
投
資
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
を
考
え

る
と
、
10
年
間
で
な
ん
と
か
ペ
イ
す
る
か

な
と
」。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
み
を
通
じ
て
、
同
社

で
は
社
員
に
自
然
と
エ
コ
意
識
が
身
に
つ

き
、
環
境
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
よ
う

だ
。
工
場
内
の
パ
ソ
コ
ン
に
は
、
省
エ
ネ
目

標
の
数
字
が
ス
ク
リ
ー
ン
セ
ー
バ
ー
と
し

て
流
れ
る
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
上
司
か
ら

の
強
制
で
は
な
く
、
社
員
が
自
主
的
に
行

っ
て
い
る
こ
と
ら
し
い
。

国
の
施
策
を
積
極
的
に
活
用

　

国
の
施
策
に
そ
っ
た
企
業
姿
勢
が
評
価

さ
れ
れ
ば
優
遇
措
置
を
受
け
ら
れ
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
同
社
が
導
入
し
た

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
は
、
N
E
D
O（
独
立

法
人 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
技
術
総
合
開
発

機
構
）と
の
共
同
開
発
で
助
成
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
「
企
業
は
い
ろ
い
ろ
お
金
が
か
か
る
。
環

境
に
関
し
て
は
ど
う
し
て
も
予
算
の
優
先

順
位
が
低
く
な
り
ま
す
。
で
も
効
率
的
な

設
備
投
資
を
行
え
ば
コ
ス
ト
の
削
減
は
で

き
ま
す
」
と
佐
藤
社
長
は
語
る
。

　

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の
導
入
費
用
に
つ

い
て
は
日
本
公
庫
の「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
資
金
」も
活
用
し
た
。

　
「
公
庫
さ
ん
に
は
、
当
社
の
環
境
や
省

エ
ネ
に
対
す
る
真
面
目
な
取
組
み
を
評
価

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
」（
佐
藤
社
長
）。

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
は

現
在
進
行
形

　

現
在
、
同
社
が
直
面
し
て
い
る
課
題
は

「
ピ
ー
ク
時
の
電
力
を
ど
う
カ
ッ
ト
し
て
い

く
か
だ
」
と
小
森
事
業
部
長
は
語
る
。
電

力
を
多
く
使
う
暑
い
季
節
の
４
ヶ
月
間
、

発
電
機
を
利
用
し
て
電
気
代
を
下
げ
る
試

み
が
、
す
で
に
九
州
事
業
部
で
始
ま
っ
て

い
る
。

　
「
環
境
・
省
エ
ネ
対
策
と
並
行
し
な
が

ら
、
最
先
端
企
業
と
し
て
国
内
の
お
客
様

を
大
切
に
し
つ
つ
、
海
外
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
も

視
野
に
入
れ
た
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
き

た
い
」。

　

そ
の
た
め
に
は
、
今
後
も
環
境
の
国

際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
を
更

新
し
て
い
く
中
で
、
時
流
に
合
わ
せ
て
環

境
・
省
エ
ネ
対
策
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

野
毛
電
気
工
業
の
環
境
・
省
エ
ネ
へ
の
取

組
み
は
常
に
現
在
進
行
形
だ
。

事例紹介 ー環境・エネルギー制約に対応する企業ー

自社開発によるインバータ制御盤は外部にも販売している

「省エネ委員会」委員長も努める小森事業部長

7億2千万円（うち運転資金２億５千万円）

ご利用いただけるかた

ご利用いただける資金

主な融資利率（注）

融資限度額

融資期間（うち据置期間） 設備資金１５年以内（２年以内）　運転資金７年以内（２年以内）

日本公庫（中小企業事業）の特別融資制度
環境・エネルギー対策資金

設備資金、運転資金

特定の非化石エネルギー設備、省エネルギー設備、産業公害防止施設等を設置するかた、エコアク
ション２１の第三者認証を取得したかたなど

特別利率①②③、特省エネ利率Ｂ

（注）信用リスク、融資期間等に応じて所定の利率が適用されます。　詳しくは日本公庫中小企業事業の窓口までお問い合わせください。　

野毛電気工業に学ぶ
３つのポイント

1
「
会
社
は
社
会
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、

社
会
貢
献
を
理
念
に
掲
げ
る

2

社
員
一
人
ひ
と
り
に
、

省
エ
ネ
に
対
す
る
コ
ス
ト
意
識
を
深
く
浸
透
さ
せ
る

3

国
や
政
府
系
機
関
の
支
援
制
度
を
上
手
に
活
用
す
る

ソーラーパワーで動く噴水（写真上部が太陽光パネル）。屋上
のソーラーシステムとともに 2009 年「かながわ新エネルギー
大賞」を受賞。それまでは金魚のために水道水を流しっぱなし
で年間 20 万円の水道料金がかかっていた。 省エネを促す貼り紙が社内のあちこちに貼ってある


